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IASC評議会 に参加 して
小 野 延 雄
国際北極科学委員会(IASC)の1995年評議会 が,4月
24・25日の2日 間,フ ィンラン ドの ロバニエ ミで開催 さ
れた,ロ バニエ ミは,空 港が北緯66,5度の アー クテ ィッ
ク ・サー クル上 に位 置 していて,空 港 ロビーには床にそ
の線 が描かれ,パ ネルにその説明 が書 か れていた.会 場
となった ラ ップラ ン ド大 学の北極 セ ンターは,町 の中心
を流 れるOunasjoki川の岸 に突 き出 した ガラス張 りの建物
である.廊 下の壁 に,極 夜の雪の大 地 に内部の照明で輝
くガラスの建物 の幻想 的 な写真が飾 ってあったが,職 員
か らは 白夜 の夏 は温 室効果で暑 くな り,冬 寒 く夏暑い経
費のかかる建物 だ との声 も聞いた.
評議 会には星 合前 所長の後 を受 けて私 として は初めて
の評議員出席であ った.加 盟15か国の評議員や オブザ ー
バ ーに加 えて,欧 州連合(EU)の オブザーバー参加 もあ
り,計38名 が出席 した.
今回の評議会の主要議題は,　IASCが活動の中心に据 え
る 「北極科学 会議」 を,今 年 初め てアメ リカで 開催す る
こ とに関する審議であった.そ れは,「北極研 究立案国際
会議 一1995　(The　Intemational　Conference　on　Arctic
Research　Planning　-　1995　:ICARP)　と名付け られ,12
月5日 ～9日,ニ ューハ ンプシャー州 ハ ノバー のダー ト
マ スカ レッジで開催 され る,一 般 の講 演発表の ような公
募 形式 は と らないで,今 後5～10年 にIASCと して提唱
し推進する北極科学研究 課題 を討 議す る会議 となる.10
件 ほ どの重点研 究課題が 準備 され,提 案 されることにな
っている.そ れ らは,(1)北 極圏 にお ける紫外 線増加 の
影 響,(2)バ レンッ海の影響力研 究,(3)ベ ー リング
海の影響力研究,(4)氷 河 と氷床 の 質量 収支,(5)陸
上生態 系 と気候への フィー ドバ ック,(6)北 極海一沿岸
域 一河 川域 の結合 システ ム,(7)北 極 圏陸上生態系の擾
乱 と回復,(8)北 極圏 の汚 染 と生態系,(9)北 極 圏居
住 者の 貴重生 物資源 の持続 的利用,(10)持続 可能 な開
発 一北 極圏工業化の環境 ・社会影響力であ り,そ れぞ れ,
提案者 グルー プが研 究組 織,研 究 計画等 を各 国の関係者
と連絡調整 を行って提案する.来年の評議会では各代表
者 を招 いて説明を受け,最 初に推進する数課題を選定す
ることになる.
IASCは創設以来6年 目を迎え,活動の厚みが増 しつつ
あるという感想を持った.発 足当初からの懸案であった
国際学術連合会議(ICSU)への加盟 に関しては,加盟に
必要な6年 実績に達する来年に向けて,　ICSU事務局 との
折衝を始めていることが報告された.ラ ップランドの春
の芽生 えを眺めながら,　IASCの前途に思いを馳せた,
(筆者:国立極地研究所企画調整官)
第19回南極条約協議国会議
山 内 恭
1995年5月8-19日,韓国,ソ ウル,ス イスグランド
ホテルにて第19回南極条約協議国会議が開催された.第
1週は暫定環境作業部会(TEWG)と損害賠償責任に関
する専門家会合などが開かれ,第2週 に全体会合 と作業
部会1(WGI),作業部会2　(WGII)が開かれた.こ れ
は京都会議(第18回協議国会議)で,環 境保護委員会
(CEP)が環境保護議定書の発効後に発足するまで,そ の
任務を代行するべ く暫定環境作業部会(TEWG)が設置
され,ま た,そ れまで2年 毎開催が毎年開催 と決 まって
から初の協議国会議であった.37締約国(42ケ国中;協
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譲国は26),13国際機関他が参加 した.日 本か らの出席
は,金 森俊樹外務省地球規模問題課長(代 表),井上正幸
文部省国際学術課長,高橋進環境庁自然環境調査室長(以
上代表代理)、平澤威男国立極地研究所長,山 内恭同教授,
渡邉研太郎同助教授(以 上顧問),飯田和郎文部省国際学
術課監理官,江 ロー平運輸省地球環境保全企画官,長 澤
公洋国際学術課極地研究係長,角 田勝資源エネルギー庁
海洋開発室総括係長,高 杉直子地球規模問題課事務官の
延べll名という,主催国韓国,ア メリカに次 ぐ大代表団
となった.山 内は5月9-19日の間,環境 の問題を扱 う
TEWGおよび科学的,オ ペレーション的問題を扱 うWGII
に出席 したので,そ の概要を印象をあわせて報告する,
環境保護議定書は既に16カ国が批准 し,残る10カ国も
年内に締結の見通 しで,わ が国 も環境問題 に消極的であ
ると見 られないためにも早期批准が求め られている.諸
外国では国内法 との関係など詳細は締結後 に漸次詰めれ
ば良いとの立場が主流で,我 が国のようにまず明確にな
らないと批准で きないという立場は少数派である.外務
省では次期通常国会提出に向け努力中 とのこと,環境庁
を中心に国内法の整備が進められる,
第1週 の環境損害に対する損害賠償責任の専 門家会合
では,損 害賠償については法律的になかなか難 しく,議
論はまだ収束せず,引 き続き議論 を続ける.次 回は現場
に精通している科学者等を加えることとなった.現在は
会合の主催国が実務 を担当 している南極条約の事務局を
設置する問題で も,事務局の設置場所(国)に ついて合
意に至 らなかった.
暫定環境作業委員会(TEWG)では,観 光による環境
への影響,環境モニタリング,環 境影響評価の実施 保
護区制度の改定,地 球規模変化研究の重要性等が議論 さ
れた.環 境モニタリングに関連 して,モ ニタリングすべ
き活動,対 象が議論 されたほか,南 極域での使用が推奨
される焼却炉の使用がSCAR　(南極研究科学委員会)か
ら提案された.韓 国からはキングジョージ島でのモニタ
リング計画が紹介され,日 本からは極地研 に南極圏環境
モニタリング研究センターが設置 されたことを紹介した.
(日本か ら唯一のインフォーメーションペーパ ーとなっ
た.)各国で実施 した初期的環境影響評価(IEE),およ
び仏の ドームCにおける包括的環境影響評価(CEE)に
ついての報告があった.こ れまでは,新 しい活動につい
てのみが対象であったが,既 存の施設,継 続 中の活動に
ついても環境影響評価が必要ではないかとの疑問が呈せ
られた.
第2週 は第1作 業部会にて北極 と南極 との関連,環 境
保護議定書,南 極条約体制の運営等について,第2作 業
部会では南極観光,査 察,そ の他国際協力等について議
論された.昨 シーズンには8000人以上が参加 したという
ように,南極条約地域における観光が盛んになるに従い,
環境保護のみならず安全の問題が生ずるので,次 回検討
議題 となる.観 光客の訪れたことのない昭和基地にとっ
てはまだ他人事のような気がするが,い ずれ避けて通れ
ない問題か もしれない.
南極条約に基づいて実施された査察の報告がなされ,貯
油 タンク周辺の若干の油汚染や送油パ イプからの油漏れ
の問題,焼 却炉の使用,廃 棄物処理について指摘された.
特 に,油漏れの問題については,安全の観点からやは り
次回検討議題として取 り上げることになった,我 が国の
昭和基地 も久 しぶ りに査察を受け,査 察報告は関心のあ
ったところだが,上 記総評と同様の指摘を受けてお り,特
に 目だった点はない.た だ,新 しい機器による充実 した
観測計画が進め られていると褒め られている反面,非 常
時の対策が不十分という指摘は事実で気になるところ.さ
らに,昨年の協議国会合でも指摘 されたとお り,査察を
たびたび受 ける基地がある一方(シ グニー基地は今年 も
1週間をおいて2回 受けている),ほとんど査察を受けた
ことがない基地がある(昭和基地にとって も6年振 りか)
というアンバランスを是正すべきであ り,そのためには
査察の実施状況 リス トを次期協議国会合にも提出すべ き
との意見が出された.ま た,我 が国は査察 を実施するこ
とも必要なことであろう,査察を実施する上での参考と
するチェックリス トが,基 地の他,船 舶,廃 棄物処理場
等について提案された.
その他,科 学,設 営両面における国際協力,デ ー タ管
理,地 球規模変化研 究等 について議論 され,そ の重要性
が指摘,確 認された,南 極における気温上昇が地球規模
の気候変動の前兆を示 している可能性があり,南極研究
を怠ることは地球規模変動の兆候をのがしかねない とい
うASOC　(南極 および南大洋連合)に よる警告お よび
SCARによるGLOCHANT　(地球規模変化南極研究計画)
の取組み状況が紹介 された.こ れに対 し,各国から南極
における地球規模変化研究の重要性が指摘 され,そ の研
究を強力に推進すべ しとの提言が続いた.た だ し,近年
のフィルヒナー棚氷の崩壊による巨大氷山の流出や南極
半島域の急激な昇温は必ずしも地球規模変化の一端とは
限らず,も っと局地的な,あ るいは短期的な現象の可能
性 もあること,ま た,南極のみならず北極域における地
球規模変化研究 も重要であり,その面からSCARと北極
研究を推進するIASC　(国際北極科学委員会)と の間の密
接な連係が必要であること等が指摘 された.
既に,懸 案の大きい山は(環 境保護議定書)越 えてお
り,各国の意見が対立する大きな課題はなかったという
のが印象である,あ とは,実行あるのみと言 うことで,ま
ずは議定書が批准されること,そ して,事 務局問題 にし
て も,　TEWGにして もWGIIにしても,ど う一つ一つの
問題をこな していくか,具 体的対応が問われている.環
境モニタリングをどう軌道に乗せるか一何をすればよい
か?環境影響評価,特 にCEEの手続きの詰めをどうすれ
ばよいか?膨 大になってきた観光客にどう対応すべきか?
査察により指摘 された問題 をどう改善 していくか?そ の
意味でも,極地研究所でも,専門的に取 り組む組織的対
応が切に望まれるところである.
目をみはる大 きな成果がなかったという大方の評価は
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ある意味 では必然的帰結 だが,南 極条約体制 は,む しろ,
ゆっ くりだが,少 しずつ着実 に実 を上げ ている と評価 し
て も良い ので はないだろ うか,
(筆者:国 立極地研究所北極圏環境研究センター教授)
SCALOP南極航 空輸送網 ワークショ ップ
白 石 和 行
日本の南極観測隊の南極へのアクセスは現在,全 面的
に海上輸送によっているが,往 復の航海 に要する日数が
長いことが大 きな障害となっている.南 極への人員輸送
に航空機を用いることがで きれば,夏 隊は現在 よりも長
期間にわたって実質的な活動がで き,越冬隊は越冬期間
を短縮することができる.そ うすれば,現在 よりも幅広
い分野か らの隊員の参加 も可能になろう.また,各 方面
の関係者が南極を訪れ,現 地の状況を直接把握すること
● もで きる.な に よ りも,緊 急 時の輸送 には,多 大 な費用の ほか に,高 度な技 術や経験 が必要であ り,国 際的 な協
力が望 まれる ところである.
本年4月19-22日 に米 国 ワシ ン トンDCで 開か れ た
SCALOP　(南極の設営 と行動 に関す る常 置委員会)に よ
る標記の 会議 に平澤所長,文 部省国際学術課 の飯田監理
官 とともに出席す る機会 を得 た.今 回の会議は1992年の
SCAR総会 とCOMNAP　/　SCALOP合同 会合 におい て,
ロシアの 代表 か ら南極航空網構 築の提案が あ ったことに
端 を発す る.ま た,東 南極 で活動 してい るオー ス トラリ
アが大陸 間航 空輸送の実現 に積 極的 にな った ことにも起
因 してい よう.会 議 には14か国か ら54名のCOMNAP/
SCALOPメンバーや各 国の航空輸送担 当者,さ らには実
際 に南極 での飛行の経験 を持 つ民間会社 か らの参加 があ
った.
何が問題か
飛行機の運航には多大な費用がかかるが,他 の大陸か
ら南極大陸への玄関口となる空港を限定 し,南極地域内
では各基地を航空路で結合するネットワークを構築して,
各国が協力して対処すれば最小限の コス トで済むことが
期待される.しかし,そのためには,費用のみでなく,技
術的な問題や安全確保などの問題の解決 についても各国
が協力し応分の負担をせねばならない,会議の前半では
以下のように,航空網整備の基本的問題 に関する7件の
個人講演がなされた.
1.20年前にSCARが計画 した航空網構想(エ アバス
構想)の紹介
2.南極の科学活動における航空輸送の重要性
3.南極での運用に適 した航空機 と氷上の滑走路の紹
介
4.氷上に滑走路を作るために必要な設営的な基盤整
備に関する考察
5.航空安全,非常時対策,救 難に関する考察
6.環 境問題か ら見 た南極での航空 オペ レー シ ョン
7.国 際共 同航 空輸送 システムについ ての財政的 な考
察
また,後 半 のワー クシ ョップでは3つ の地域 別 グルー
プ とMNAPに よる 「研 究計画への航空機支援」の検討 グ
ルー プに別れ て具 体的な討論 に入った.地 域 別 グループ
では以下の こ とが らを中心 に検討 した.
1.大 陸 間,南 極 内のそれぞ れについて,各 国の現状
と予定,希 望 を考慮 した うえで,も っ とも実現可
能性の高い航空網 を設定す る.
2,運 航 時の通 信,天 気情報 な どの利用や,非 常時対
策 にあた って,国 際協 力 を推 進す るこ とを考慮す
る.
3.コ ス トの分担,設 備,燃 料補給 な どの 手当方法 を
検討す る.
われ われの参加 した東南極地域 グルー プの対 象 とす る
地域 には南 アフリカ,ド イツ,イ ン ド,ロ シア,日 本,オ
ース トラ リア,中 国の越冬基地 や夏 基地が点 在 してい る
ほか,北 欧の国 々 も夏基地 を設置 してい る.
航 空路線の設定は,1)滑 走路 を中心 と した地上設備,
2)航 空燃料 輸送 手段,3)運 行実 施者の3点 が確 立 し
た うえで な されなければな らないが,こ れ らの点 につ い
て,ロ シアか ら具 体的な提案が あ り,そ れ に対 する質疑
が議論の 中心 となった.し か し,か な らず しもかみ合 っ
た議論 とは言 い難 く,コ ス トを各 国が どの よ うに分担 し
た ら良 いかが,当 面 の大 きな課題 である ことを確 認 した
に とど まった.各 国の航 空網 に対す る希望 はす でに調査
票に よって聴取 しているので,そ れ に基づ いて5～10年
の期 間運用 す る としての必要経 費シュ ミュ レーシ ョンを
行 い,次 回のSCALOP会合において,さ らに検討 を続 け
るこ とと した.
なお,全 体会議 において,大 陸内 部高原地域 の航 空網
の提案があった.こ れは,内 陸高原に基地 を持つ 日本(ド
ームふ じ),米 国(極 点),フ ランス及び イタ リア(ド ー
ムC),ロ シア(ボ ス トーク)の 各基地 を結 ぼ うとい うも
のであ り,も し実現すれば,「 ドー ムふ じ観測拠点」 はロ
ス海航空網 の傘下 とな り,昭 和基地 とは独立 したア クセ
ス路 を持 てる ことになる.今 後 の成 り行 きが注 目される.
今後の我が国の課題
東南極グループで最も本構想に切実な必要性 を感 じ,ま
た,計 画の実現 に実質的に貢献で きそうなのは,大 陸間
航空オペ レーションに深い経験 を積んできたロシア,航
空網実現に積極的なオース トラリア,そ れに我が国であ
るが,今 後具体的な検討が進めば進むほど各国の思惑や
利害が現れて来よう,とくに,コス トの問題は深刻で,東
南極のように広い地域に大小様々な基地が分散 している
ところで,参 加各国が納得しうる負担ルールを確立する
ことには多 くの困難が予想される.ま た,コ ス ト分担の
問題が解決 して も,航空網の保守と整備 を実際にどのよ
うな組織が担 うのか,ど のような組織であれば安全な運
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航 を保てるのか 見極め ることも難 しい.
我が 国 として は,こ れ らの問題 を独 自に検討す るた め
の国内組織 が必要であ ろ う,そ の過程 で,1.1本の設営 能
力で どの程 度の国際協力が可 能で あるのか,同 時 に,昭
和 基地 またはその周辺地域 には航空基 地 として どの程度
の能力が期 待で きるのか も見積 もっておかねばな らない,
さらに,大 陸間航空輸送 の有効性 の実 証 と運 行形 態の調
査の ため,チ ャー ターフラ イ トを試行 す るこ とをも視野
に入れてお くべ きであ る.
実現 にいた るまで の課題 は多いが,真 の南極科 学観測
の発展 のため には国際協 力に よる航空 網 を整備 す るこ と
が非常 に重要であるこ とは誰 もが認める ところである.ロ
シアのKlokov氏は筆者 に 「航空網のユ ーザ ーは南極 で科
学活動 を して いるわれわれみ んなであ って,ど の 国の人
間 も等 し くそ の恩恵 を こうむるよ う努力す る ことが われ
われ の務 めで ある」 と語 っていた.
「日本が南極航空 網の実現 に向けて重 要な役割 を果 た
す こ とを各国が期 待 してい る」 と強 く感 じた ワークシ ョ
ップであった.
〔筆者註:本 文は 「南極資料」投稿中の論文を'要約 したもので
ある)
(筆者:国 ウニ極地研究所研究系教授}
「南極圏環境 モニタリング研 究セ ンター」の発足
福 地 光 男
平成7年4月1日 より,国立極地研究所の第3番 目の
研究施設として 「南極圏環境モニタリング研究センター」
が発足した,
地球規模環境問題の解明が世界的な関心事となってい
る中で,我 が国が昭和基地を中心 とした南極地域で実施
してき・た種々の研究 ・観測の有用性 ・重要性が注 目され
てきている.
南極域に見られる自然現象は孤立 したものではなく,地
球システムの中で北極域を含む他の地域 と深 く係わ り合
っている.南 極域では,大気圏,海 洋,地 殻圏,生 物圏
諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成
されている,
宇宙への窓として極域に現れる現象は太陽 ・地球系の
電磁的相互作用の現象と捉えることがで きる,成 層圏 ・
対流圏をめぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候シス
テムの変動と密接に関連する,ま た,南 極大陸上の氷床
の変動は南極大陸地殻の変動 と相互 に作用 し,海洋系の
変動 とも関連する.陸域 ・海域の生態系はこのような微
妙な環境変動に応答 しながら存在 している,
これら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻 圏環境変動,生 物
圏環境変動は個々に独立 した ものではなく相互に結合 し
ている.南 極圏環境モニ タリング研究センターは,南極
圏の環境変動の中 ・長期的なモニタリングを通 じて,そ
の変動過程 ・変動機構を総合的に研究することを目的と
して,新 設 された.
平成7年 度 は,特 に海 洋 ・地殻圏 の環境 変動分野の研
究 を中心 に進め る こと とし,次 年度 以降 その他の研究分
野へ 発展す る計画 であ る.こ れ らの研究推進 のため研 究
所 内の研 究 グルー プ及 び国内 ・国外 の研究機 関等 との リ
ンク ・共同研究 を発展 させ る必 要が ある.ま た,中 ・長
期 変動研究の ための モニ タリングデ ー タベ ー スの構築 を
行 うとと もに観測 機 器 ・手法等の開発 ・研究 を行 うこ と
としている.
(筆者:国立極地研究所南極圏環境芭モニタリングflナ1究センター長)
第20回南極陽石シンポジウム
今年で20回 目を迎 える標記 シンポ ジウムは,'F－成7年
6月6日(火)か ら8日(木)の3日 間にわたっ て,国
、ン1極地研究所6階 講堂 において 開催 された.例 年,こ の
時期 は梅雨 で蒸 し暑 い ところで あるが,今 年 は例 年 にな
く涼 しく,天 気 に も恵 まれ,し の ぎやす い3日 間であ っ
た.今 回は20回Hの 記念すべ きシンポジウム とな り,例
年 よ り多 くの参 加者 が各地か ら集 まった.講 演数お よび
海外か らの参加 者 も例年 よ りやや多 く,会 場 では熱い議
論が交わされた.参 加人数は延べ約120人で,寄 せ られ た
講演 要旨は88編で,う ちL噸 発表は65編,ポ スターセ ッ
シ ョンは4編,要 旨の みが19編であ った.海 外か らは,
ア メ リカ(10名),中 国(3名),ハ ンガ リー 〔3名)の
3ヶ国か ら16名の出席者があ り,そ の うちワシン トン大
学のEmst　Zinner博{rtアメリカ自然 史博物 館のMartin
Printz博士の2名 が招待者 として招かれた,
初 日の午後 は特異 な岩石学的特徴 を もつエ コン ドライ
トでangriteという名で分類 され るAsuka-881371限石の
特別 セ ッシ ョンにあて られ,そ の鉱物 ・岩石 ・化 学的特
徴が詳細 に報告 された.初 口の セ ッシ ョンの終 「後には,
レセプシ ョンが本研究所2階 の講義室 を使って行われ,研
究者仲間の親睦 を深めた,
シ ンポ ジウムは,例 年 の ように各種 コン ドライ ト慣行,
エ コ ン ドライ ト阻石 の物 質化学か ら分析化学 ,同 位体組
成,希 ガス分析 による研 究,さ らには損石生 成に到る ま
㌦…㍉》 噂∵ ψ 婁
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での 原始 太陽系星 雲での基礎過 程の実験 的 ・理論 的研究
など多岐の研究手 法に よる研 究発表が行 われた.2名 の
招 待 者 に よ る特 別講 演 で は,　Printz博士 がAsuka　-
881371の特別セ ッシ ョンの最後で この限石 の母天体 の復
元について議論 された.ま た,太 陽系形成.前に存在 して
生 き残 った物 質であ るいわゆるプ レソーラー粒子 の研究
でイ1'名なZinner博士 は,阻 石の中 に発 見されるプ レソー
ラー粒.∫.の各元素の同 位体⊥.ヒの特徴 を明瞭 に示 され,星
形成に まで話は展開 した,
今i[,1の特徴 と して,コ ン ドライ ト「損石 のII1でも特 に最
も始源的 といわれる炭素質「環石 に関す る研究発表 が16件
程度あ り目,Zって多かった.こ れ は1つ には原始 太陽系
星雲の情報 の解読.も う.一・つ は阻石 母 天体Lで の出来.`拝
の解読 とい う2大 テーマ に多 くの[損石研究 者が興 味 を絞
りつつあ るため か もしれない,
炭素質「景石に関す る発表が多かった ことに関連 して,特
に,問 題 と して 印象 に残 った ことは,岩 石鉱物学 的研 究
r・ikからコ ン ドライ ト慣 行の生成過程 を問題にする場 合,
コ ン ドライ ト限 石に 見 られる岩石学 的鉱物ノ}と的な様 々な
特 徴が原始 太陽 系星雲で 形f乍,られたの か,限 石母天体で
形 作 られ たのか とい うこ との決定的 な判定 の1難しさで あ
った.実 際,多 くの研究 は どちらか を支持 はす るが結論
と しては断定 で きない とい う発 表が 多 く見 られた.こ の
問題 を新 しい研 究手法や解析法 を開発す ることによって,
解決 してい くこ とが 今後の 大きな研究課 題であ るとい う
印 象を もった.ま た,数 年 前か ら英語 での発表 を進め て
きて いるが これ もほぼ定 着 し,今 回は大 半が英語での 発
表者で,そ の比率は90パーセン トほ どになるだろ う.本
講演の ・部は 来年の3月 に発行.予定のProeeedings　of　the
NIPR　Symposium　onAntarctic　Meteorites　No.9に 掲
載 される.予定 である,
毎年 この時期 に開催1される南極胆石 シンポジウムは,国
内では領有の 研究 成果 を発表する最 もふ さわ しい場 とし
て認識 されて お り,阻 石研 究者 が.・同 に集 まる唯.・の会
で もあ る.し たが って,最 新の限石研究成LFIの幸1と告 の場
と して,今 後 ます ます この会の発展 を期 待 したい.
最後 に,お 忙 しい中,座 長 を快 く引 き受 けて くだ さっ
た皆様 には この場 をお借 りしま してお礼 申 し上 げます.
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雪氷 ・地学研 究 計画(8年 計画8年 次)」,生物 ・医学系
の 「海氷圏生物の総合研究(5年 計il}li　5年次月 等 を実施
す る.
また,設 営面では,[昭 和基地整備 計|lhi(8年計画5年
次)」 として,倉 庫 棟,地 震計室等の建設 をす る,
第37次南極地域観測隊の夏期総合訓練を実施
第37次南極地域 観測 隊の夏期総 合訓練 が,6」319日か
ら23日の5H間,長 野 県の文部省菅'F高原体 育研 究場 に
お いて,観 測隊 員,講 師,関 係者 ら79名の参 加を得て行
われた.
この訓練 は,南 極で の観測活動 に必 要な1:1こ1内外 の情 報
提 供,安 全対 策 に関す る講義,各 「1の情 報交換 等を行 う
とともに,観 測隊の任務 として遂行 する計画 等について
隊 員各位 に 自覚 を求 め,出 発 まで の準備作業 を円滑に行
うことを日的 と して実施 され た,
この よ うに隊 員が 一同に会す る機会は,出 発 まで に数
少 ないため,こ の機 会 を利用 して,自 然の 中でのチー ム
ワー ク作 りや各部 門毎に分かれ ての分科会,検 討 会が夜
遅 くまで行 われ た.
この訓練 のあ と,第37次 隊は,11月14日の出発に「i1]け
本格的 な準備 に入る,
?
?
?
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第37次南極地域観測隊員決まる
今秋11i.j14口出発する第37次南極地域観測隊56名 〔越
冬 隊40名,夏 隊16名)の うちすで に決定 して いる隊 長,
副隊長 を除 く隊員49名が,6月12日 に開催 された南極地
域観測統合推進本部総 会で決定 され,同 日発表 された.残
る4名 及び外国基地派遣者2名 については,現 在選考 中
である,
第37次隊 は,例 年 通 りの定常観測の ほか,研 究観測 と
して,宙 空 系の 「極域擾乱 と磁気圏構 造の総 合観測」,気
水 圏系 の 「.氷床 ドーム深 層掘 削観 測計 画(5{F計 画5年
次 月,地 学 系の 「第II期東 クイー ンモー ドラン ド地域 の
軍
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平成7年5月31日付け人事異動
辞 職
田 嶋 桂 子 (管理部庶務課研究協力係)
平成7年6月1日 付け人事異動
昇 任
鈴 木 由喜男
1.昭 和基地
管理部庶務課課長補佐
(管理部庶務課専門職員)
観測隊だより
5月 に入 り初旬 は6時 間以上 あ った 日照 時間 も下旬 に
は1時 間弱 となった,太 陽 としば ら くの別 れ を惜 しむ時
期 となった今 月は,み ず ほ基地への燃料輸送や沿岸調査,
ルー ト工作等野外調査活動 が活 発に行 われた.
生活 や趣 味で は,各 職場 め ぐ りを行 い観 測の紹介 や業
務 内容等 の説明 を受けお互 いの仕事 に対 する理解 を深 め
た.ま た屋外 ではスポーツ,釣 り等 が活発に行われた,
初旬 の ゴールデ ンウ ィー クは,ブ リザー ドに見舞 われ
る とともに,調 査 旅行隊が 出てい るこ ともあ り静か な月
で あったが,月 末には ミッ ドウ ィンター祭等の式典準 備
も佳境 に入 り基 地は活気 に満 ちあふれている.
6月 に入 り気 象記念 日,電 波の 日の式 典等祝宴 に始 ま
り,ミ ッ ドウ ィンター祭 にいた る祭 り一色に塗 りつ ぶ さ
れた感のあ る基 地であ った.初 旬 に太陽は姿 を見せ な く
なったが天候 は安定 し晴天 の 日が続 き穏 やか な月 であ っ
た,
生 活や趣味 では,南 極大学 が開校 し週2回 各隊 員に よ
る講義が開始 され,専 門分野 や趣味等 の話が熱 っぽ く話
されて教 養 を深めた.
20日ミッ ドウィンター祭 の幕 が切 って落 と され,キ ャ
ンプ ファイヤーに始 まりスポ ーツ,演 劇 等が3日 間に渡
り異様 な盛 り上が りを見せ,祭 りを満 喫 した隊員 は越 冬
後半へ向けての鋭気 を十分蓄 えた.
2.ドームふじ観測拠点
5月に入 り一旦気温の上昇が見 られたものの5日 頃か
ら下がり始め15日にはマイナス75.6°Cを観測 した.そ の
後荒天と共に雪上車運用範囲の気温マイナス50°C台に上
昇した.こ の期をとらえ発電機燃料の入れ替え作業等屋
外作業を行った,
下旬は再び気温が下が り始めたもののマイナス60℃台
を推移 したため掘削場の整備 も順調に進み,掘 削場の室
温が外気温より20°C上昇 し,掘削場でのボーリング機械
の設置及び調整作業等 も順調に進んだ,
生活面では,極 夜の楽 しみの ドーム大学が開講 し,教
養を深める予定ではあったものの低酸素 と低温下で作業
の後の講義は居眠 りとの戦いの様子である.
6月 に入 り予想以上 の気 温低下 が見 られず凌 ぎ易い 日
が続 いた.掘 削場での ボー リング機械 のセ ンサー のテス
ト調整 及び人工 氷 による掘 削テ ス トが順 調に終了 し,全
てのテス トが終 了 した,
生活面で は ミッ ドウ ィンター祭 を祝 い,マ イナス70℃
下での屋外 スポー ツや露 天風 呂 を楽 しみ越 冬前半 の疲 れ
を癒 し後半 に向けての鋭気 を養 った.
ト来訪者 く
1995年4月3日 ～4月6日 　 Prof.　TAYLOR,　M,　J.
(ユタ州立大学物理学科教授)
4月6日 ～4月13日　 Dr.　WASILEWSKI,　P.　(米国航
空宇宙 局 ゴー ダー ド宇 宙セ ンター)
4月10日 ～4月12日 　 Mr.　JAYATILEKE,　S.　(セイ
ロン科学技術研究所)
4月15日～4月21日　 Dr.　CATTLE,　H.　(八一 ドレー
気候研 究セ ンター研 究部長>
4月15日～4月24日 　 Prof.　TREGUER,　P.　(ブレス
ト大学 教授)
4月15日～4月25日 　 Prof.　ARTAXO,　P.　(サンパ ウ
ロ大学 教授)
4月16日～4月22日　 Prof,　BENTLEY,　C.　R.　(ウィ
スコンシン大学教授)
4月16日～4月22日　 Dr.　ACKLEY,　S,　F,　(米国寒
地球工学研 究所研究 員)
4月16日～4月22日　 Dr,　ALLISON,　1.　F.　(オース
トラリア南極 局研究 室長>
4月16日～4月22日　 Dr,　HUBOLD,　G.　(連邦水産研
究所所 長)
4月16日～4月22日　 Dr.　THORLEY,　M.　R.　(英国
南極調査所 デー タセ ンタ長)
4月16日～4月22日　 Dr.　ROSENBERG,　G,　(スミソ
ニアン研 究所研 究員)
4月16日～4月22日　 Dr.　MOSKALEVSKY,　M　 (ロ
シア科学 アカデ ミー地理 学研 究所主任研究 員>
4月17日～4月20日　 Dr.　RAYNAUD,　D.　(CNRS氷
河地球物理研 究所研 究部 長)
4月17日～4月21日　 Prof,　DI　PRISCO,　G.　(タンパ
ク質生化学 ・酸 素学研 究所教授)
4月18日～4月23日　 Dr.　PRIDDLE,　J.　(英国南極調
査所研 究室長>
4月18日～4月24日　 Dr.　MARCHANT,　H.　J.　(オー
ス トラリア南極 局主任研究 員)
4月18日～4月24日　 Dr.　WADHAMS,　P,　(ケンブ リ
ッジ大学 スコ ッ ト極 地研究 所研 究部長)
4月19日～4月24日　 Dr.　MILLER,　D,　(海洋水産研
究所 主任研究員)
4月19日 ～4月25日　 Dr,　BATHMANN,　U.　(アルフ
レッド・ウェーゲナー極地海洋研究所主任研究員)
4月19日～4月25日　 Dr,　DIECKMANN,　G,　(同上)
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4月24日～4月25日 　 Dr.　GEORGIADI,　A.　(ロシア
科学 アカデ ミー地理学研 究所 主任研 究員)
6月2日 ～6月10日 　 PRINZ,　M.　(アメ リカ自然 史博
物館鉱物部 門限石管理者)
6月5日 ～6月9日 　 KALLEMEYN,　G.　W.　(カリフ
ォル ニア大学地球物理研究所研究員)
6月5日 ～6月9日 　 PREMO,　W.　R.　(アメ リカ地質
調査所研究員)
6月5日 ～6月9日 　 Prof.　BERCZI,　S.　(エトベス大
学助教授)
6月5日 ～6月9日 　 LUKACS,　B,　(中央物理学研究所
研究員)
6月5日 ～6月9日 　 Prof.　FOLDI,　T.　(エトベス大学
教授)
6月5日 ～6月9日 山口 亮　(Akira　Y maguchi)　(ハ
ワイ大学地球惑星物理学科研究員)
6月5日 ～6月9日 廣井 孝弘　(Takahiro　Hiroi)　(ブ
ラウン大学研究員)
● 6月5日 ～6月9日 　 Prof,　FEGLEY,　B.　(ワシ ン ト ン
大学 地球惑星科学科教授>
6月5日 ～6月9日 　 LODDERS,　K.　(ワシン トン大学
地球惑星科学科研究員>
6月5日 ～6月9日 　 LAURETTA,　D.　S,　(ワシ ン ト
ン大学地球惑星科学科研究 員)
6月5日 ～6月9日 謝 先徳　(Prof.　XIE,　X,)　(中国
科学院広州分院教授)
6月5日 ～6月9日 王 維敦(WAN,W.)(中 国科学
院広州分院主任技師)
6月5日 ～6月9日 越 必 強(ZHAO,B.)(中 国科学
院広州分院助手>
6月5日 ～6月9日 　 MCKAY,　G,　(NASAジョンソ ン
宇宙セ ンター研究員)
6月5日 ～6月10日　 Prof.　ZINNER,　E.　(ワシン トン
大学マ ク ドー ネル宇宙科学 センター教授)
6月8日 ～6月13日 　 Dr.　GOROKHOV,　N.　(ロシア
極地物理研 究所応 用物理セ ンター副所長)
6月13日 ～6月21日　TROITZSCH,　U.　(オース トラ リ
ア国立大学)
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　 temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min,　temp,)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,
　 sea　leve1)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed,　10-min,　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　eover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭和基地
(Syowa'89532>
5月 　 (May)
-15,0
-4 ,7(3日)
-29.3(15日)
981.9
1.6
71
7.1
303(3日,NE)
38,3(3日,NE)
7,6
3
6月 　 (June)
-20.9
-7 .7(3,4日)
-34.7(14日)
991,8
0.6
554
4.2
20.1(25日,ENE)
24,1〔25日,ENE)
4,8
7
ドームふじ観測拠点
5月 　 (May)
-64.4
-49.4(17日)
-75,6(15日>
589.7
6.2
10.0(17日,WNW)
6月 　 (June)
-65.7
-51.5(18日)
-75,3(11日)
596,0
6.l
l3.1(6日,SSE)
ll.5(17日,NW}14.8(6i.{,SSE)
4.12.4
411
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照射する電波の波長がマイクロ波であることから,地
表面が雲で覆われていても,太陽光が届かない夜であ
っても,地 表面の状態 を観測で きることが大 きな利点
である.特 に日照時間の少ない冬の高緯度地方の観測
に重要な役割を持つ.反 面,マ イクロ波の波長は可視
光の波長 より4～5桁 長 く,その反射特性 も異なるの
で得 られた画像の解釈には注意を要する.照 射するマ
イクロ波の波長に対 して表面が滑 らかなときは鏡面反
射が多 くな り,後方散乱成分が少な く画像は暗 く見え
るが,粗 いときは等方的散乱により大 きな後方散乱成
分を持つので明るく見える.こ のように合成開口レー
ダの画像 は対象物の形状の差を最 も強 く反映 している.
一方,照射 した地表面の性質によっては,た とえば乾
いた砂や乾いた積雪の場合,あ る程度の深 さまで潜る
のでその表層部からの後方散乱を観測することになる.
したがって表層の性質を検出することも可能 となる.
宇宙において合成開口レーダが用いられたのは,1972
年のアポロ17号に搭載 されたのが最初であ り,月の地
下約 ユkmまでの調査を行った.そ の後スペースシャト
ルに搭載され,サ ハラ砂漠の下に埋まっていた地表面
の地形を見事に映 し出 した.ま た,1978年に打 ち上げ
られたシーサット1号　(SEASAT　-　1)　は,合 成開口
レーダを搭載 した最初の地球観測衛星であ る.そ の後,
ヨ ー ロ ッパ ・リモ ー トセ ン シ ング衛 星1号 と2号
(ERS-1,2)と 日本資源衛星1号(JERS-1)に
搭載 されて いる.
南極 昭和基地で は,1991年12月よ りERS-1,1992
年7月 よ りJERS-1の 合 成 開口 レー ダの デー タの受
信 を行 ってい る.写 真 は昭和 基地 で受 信 された茅氷河
の画像 である.左 側の写真が1991年12月3日のERS-
1の合成 開口 レー ダによる画像,右 側の写真は1991年1
月15日のMOS-1(海 洋観測衛星1号)のMESSRに
よる可視画像であ る.こ の合成開 口 レーダ画像の場合,
写真 に向か って右側か らマイクロ波が照射 されている.
茅氷河周辺は積雪 が非常 に多 く,　MESSRによる可視画
像 では氷河上の クレバ スや海氷 と棚氷 との識 別が難 し
いが,合 成開 口 レーダの画像 で は明瞭 に識 別する こと
がで きる.
極域 における合成開口 レーダによる画像の利点は,海
氷 の内部状態や氷 床の表 面状 態 を高 い精 度で観測で き
る ことにあ る.逆 に問題 点は,散 乱要 因の分離が難 し
い ことであ り,合 理的 な解釈 を行 うためには現地調査
と航空写真や可視 画像 な どとの複合解析 が今 後 ます ま
す重 要 となる.
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